
 

                   

 

All Japan High School Athletic Federation Bowling Division Member'ｓ Association  

春高ボウリング・沖縄大会 

 

第 29 回全国高等学校ボウリング選手権大会・沖縄大会開催要項 
 

主 催  全国高等学校体育連盟ボウリング専門部加盟連合会 

主 管  沖縄県高体連ボウリング専門部 

後 援 （公財）全国高等学校体育連盟・（公財）JAPAN BOWLING・沖縄県教育委員会 

（公財）沖縄県スポーツ協会・沖縄県高校体育連盟・沖縄県ボウリング場協会 

協 力  沖縄県ボウリング連盟 

 

【１】期  日 

  令和 8 年 3 月 14 日（土）～15 日（日） 

 

【２】会  場 

サラダボウル（公競 No.147-20） BW（A2 マシン） 50L 

    〒900-0037 沖縄県那覇市辻 3-4-1  TEL：(098)869-0204 FAX：(098)869-0229 

 

【３】大会日程 

3 月 14 日（土）    選手受付・ボール登録   ８：３０～ ９：００ 

監督・引率者会議     ９：１０～ ９：３０（2F 会議室） 

開会式          ９：４０～ ９：５５ 

               男女別団体戦（前半）  １０：００～１２：００（BOX5 名予定） 

男女別団体戦（後半）  １３：００～１５：００ 

団体戦入賞者発表 

男女別個人戦（前半）  １５：３０～１７：３０ 

 

  3 月 15 日（日）    選手受付         ８：３０～ ９：００ 

個人戦（後半）      ９：１０～１１：１０ 

個人戦入賞者発表    １１：１５～１１：２０ 

個人総合出場者発表受付  １１：２０～１１：３５ 

個人総合決定戦      １１：４０～１３：３０ 

表彰式・閉会式      １３：４０～１４：００ 

                         ※競技時間は進行状況により変更あり 

 

【４】競技規程 

公益財団法人 JAPAN BOWLINGの競技規則、選手権競技会規程及び本大会実施要項による。 

競技は全てデュアルレーン方式で実施する。 

 

【５】競技種目  

（１）男子・女子個人戦         1人 6Ｇ 

（２）男子・女子団体戦（2人チーム戦） 1人 6Ｇ 

（３）男子・女子個人総合決定戦     個人戦と団体戦の計 12Ｇの上位者（男子 16名、女子 8 

名）による 3Ｇ決勝戦で合計 15Ｇスコアの総合順位 



 

                   

【６】競技方法 

（１）個人戦は、前半 3ゲーム・後半 3ゲーム合計 6ゲームのトータルピンで順位を決定する。 

（２）団体戦は、前半 3ゲーム・後半 3ゲームを行いチーム 2名の合計で 12ゲームトータルピンで順 

位を決定する。 

 ※団体戦については各府県調整の都合上、同一府県混成チームは認めることとする。 

（３）個人総合決定戦（決勝戦）は、個人戦 6ゲームと団体戦 6ゲームの合計スコア上位者で決勝戦 

を 3ゲーム行い、15ゲームトータルピンで個人総合チャンピオンを決定する。 

（４）個人戦・団体戦において同点の場合は、次の要領で順位を決定する。（JB競技規定適用） 

       Ⅰ 各シリーズ間の得点差の少ないほうが上位。 

       Ⅱ Ⅰが同じならばゲーム間の差の少ないほうが上位。 

       Ⅲ 更に同じなら全ストライク数の多いほうが上位。 

        Ⅳ 更に同じ場合は、全スペア数の多いほうが上位。 

Ⅴ 更に同じ場合には、同位を分け合うこととする。 

 

【７】参加資格  次の（１）～（４）の条件を満たす生徒であること。 

（１）選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する 

生徒であること。 

（２）選手は、各都道府県の高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技実施要項により各都 

道府県高等学校体育連盟ボウリング専門部が主催する本大会予選会に参加し出場資格を得た生 

徒であること。または、【９】特別推薦の条項により大会参加を認められた生徒であること。 

（３）参加する選手においては、令和 7 年度のＪＢ会員登録をしていること。 

（４）平成 20 年 4 月 2 日以降に生まれたものとする。但し、出場は同一競技 2 回までとし、同一学 

年の出場は 1 回限りとする。定時制課程・通信制課程の生徒については、各都道府県の予選会を 

通過した者で、当該課程に在籍期間中で連続 2 回までに限ることとし、転入等による複数校から 

の参加については通算で 2 回まで出場可とする。 

（５）チーム編成において全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒の混成は認めない。 

（６）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

（７）転校後 6 ヶ月未満の者は参加を認めない。外国人留学生もこれに準ずる。但し、一家転住など 

やむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りではない。 

（８）大会参加資格の別途に定める規定：学校教育法第 72 条、115 条、124 条及び 134 条の学校に 

在籍し、都道府県高等学校体育連盟の大会に参加を認められた生徒であること。 

ア 参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、学齢、修学年限とも高等学校と一

致していること。また連携校の生徒による混成は認めない。 

イ 各学校にあっては、部活動が教育の一環として、日常継続的に責任ある顧問の指導の

もとに適切に行われており、活動時間が高等学校に比べて著しく均衡を失しておらず、

運営が適切であること。 

（９） 大会参加に際し守るべき条件 

       ア 本大会の開催実施要項を厳守し、競技種目別大会申し合わせ事項等に従うとともに大会 

         の円滑な運営に協力すること。 

イ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。  

 

【８】参加割当 

    連合会加盟の各府県男子と女子を合わせて上限を 12 名までとする。各選手の団体戦への参加、個

人戦部門のみへの参加、男女の比率については各府県に一任する。なお、各団体の諸事情による申

請があった場合は、事務局の判断により調整可能な場合は追加選手を認める場合がある。 

    団体戦については、各府県の実情に合わせて各校複数のチームの参加を認める。ただし、同一学

校から複数入賞した場合は上位チームのみの表彰とする。 



 

                   

   ※連合会加盟 8 府県以外の都道府県においては、参加割り当て可能枠を原則 2 名～4 名とする 

   ※大会開催府県においては、専門委員長会議の参加上限を 2 倍程度まで 

 

【９】特別推薦 

   開催県隣県でＪＢ学校登録をしている学校及び大会参加実績が顕著である学校を推薦する。 

 

【10】参 加 料 

   １名 ８，０００円 

   ※大会当日に受付けでお支払い下さい 

（選手ごとに、参加料、JB 会員証、ボール登録用紙、ボール検査合格証を封筒に同封して提出） 

 

【11】表  彰 

   各種目男女別第 1 位～8 位を表彰し賞状を授与する。また各種目 3 位までは盾も授与する。 

   尚、男女それぞれの団体戦優勝チームには持ち回り優勝楯を授与する。 

   ※各都道府県の混成チームも表彰対象とする 

 

【12】申込期日・方法  

各府県の高体連専門部または、学校・連盟単位で参加選手を取りまとめ、所定の参加申込書類等に

必要事項を記入し、令和 8 年 2 月 6 日（金）必着で事項【13】まで申し込むこと。 

   （特別推薦による申し込みはこの限りではありません） 

   ※押印済み申込書を郵送か、又は間に合わない場合は押印済み書類を取り急ぎ FAX か MAIL する 

 

【13】申 込 先  〒904-2213 沖縄県立沖縄高等特別支援学校 

          沖縄県うるま市字田場 1243 番地 

沖縄県高等学校体育連盟ボウリング専門部委員長  小山 正樹 宛  

          TEL：098-973-1661  FAX：098-974-1680  

Mail：koyamams@open.ed.jp 

 

【14】諸 会 議 等 

 

 

 

 

 

 

【15】連絡事項  

（１） 競技中の疾病･障害などの応急処置等は主催者側で行うが、それ以降の責任は負わない。 

（２） 引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の教諭（又は教職員）とする。個人の場合は

学校長の認める学校の教諭（又は教職員）とする。 

（３） 監督、コーチ等は校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（ス

ポーツ安全保険）に必ず加入することを条件とする。 

（４） 大会期間中の選手の傷害・賠償責任保険等は各都道府県において対応すること。 

（５） 選手変更は所定の用紙に記入し、監督（もしくはコーチ・引率者）が受付終了までに大会委員

長に提出して承認を受けること。 

 

【16】そ の 他  

（１） 選手は学校名、個人名の入ったユニフォーム（又は競技に適した服装）を着用すること。 

会  議  名 日    時 会    場 

監督・引率者会議 令和 8 年 3 月 14 日（土） 9:10~ サラダボウル（那覇市）2F 会議室 

開   会   式 令和 8 年 3 月 14 日（土） 9:40~ サラダボウル（那覇市） 

表 彰 式・閉 会 式 令和 8 年 3 月 15 日（日）13:40~ サラダボウル（那覇市） 



 

                   

※JB ワッペンを左胸に着用すること。 

（２） 競技者の服装については、JAPANBOWLING 競技規定第 137 条を遵守すること。 

（３） 上着のボウリングユニホームを持っていない生徒は、下記の要領で必要事項を記入した  

ゼッケンを背中に着用すること。 

（４） 会場へのボール持ち込み個数は 6 個までとし、競技エリアへの持ち込みは 4 個とする。 

    競技エリア（ボウラーズエリア：カウンターより内側とする）のバッグは明らかに 4 個 

と分かるようなバッグ個数とすること。 

参加選手は会場に持ち込んだ全てのボールを競技開始までに登録すること。 

（５） レーン抽選は大会事務局で行い大会当日に掲示する。（事前発表も極力検討する） 

（６） 受付は大会１日目と２日目とも選手本人が行う（提出物は初日に各自封筒で提出する）。 

    （７） 開会式はアプローチ上で行う。選手は全員競技服装（JB ワッペン有）で参加すること。 

    （８） 表彰式、閉会式は表彰該当選手が競技服装で参加すること。 

    （９） 本大会の映像・写真・記事・記録等における個人情報（氏名・年齢・性別・記録・肖像等） 

は、広報の目的で使用・公開する。また報道機関に提供することがある。 

なお、その掲載権や使用権等は大会主催者に属するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦 15ｃｍ×横 25ｃｍ程度 

 

沖 縄 県 

青 空 高 等 学 校 

 

沖 縄 太 郎 
 


